
第2回北海商科大学体育祭
『きたえーる』で開催

5月6日、北海道立総合体育センター『きたえーる』のサブアリーナで、第2回北海商
科大学体育祭が開催されました。1～3年生合わせて200名が学年混合の8チー
ムに分かれ、バスケットボール、フットサル、バレーボールの3種目で総合得点を競
いました。入学間もない1年生も多く参加し、貴重な交流の機会となりました。
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キャンパスニュース

自転車女子スプリントの佃咲江さん
北京五輪の出場枠を獲得

8月3日と9月29日のオープンキャン
パスに合わせて、それぞれ一月前から本

学のTVCMが放映されました。テーマ
ソングは、人気グループ『w-inds.（ウィン
ズ）』が歌う軽快なテンポの『SHINING
STAR』。グループのメンバー3名のうち、
2名が札幌市出身です。
映像の撮影は、一日かけて本学図書館

で行われました。学内で募集した学生4名
が出演し、将来の抱負について語ります。

出演した浦香代さん（商学科1年）は次
のように話します。

「出演に興味のある友人と2人で応募
しました。初めてのメイク、リハーサル、

演技指導で、撮影中は緊張しましたが、

できあがった映像は格好よくてびっくり

しました。」

自転車競技の五輪強化指定選手であ

る佃咲江さん（商学科4年）が、6月27
日、南アフリカのケープタウンで開催さ

れた自転車トラック競技の世界選手権B
大会女子スプリントで優勝し、北京五輪

の同種目への出場枠を獲得しました。

「この大会にかけていました」と話す佃

さんは、昨年から今年の春にかけてスラ

ンプに陥った時期もありましたが、高校

時代の恩師の激励で乗り越え、5月の第
76回全日本アマチュア自転車競技選手
権大会では3連覇、6月のトラック・アジ
アカップ日本ラウンドでも優勝を果たし

ました。日本代表選手は、日本オリンピ

ック委員会（JOC）により、来年6月前後
に決定されます。

「まだ目標の第一段階に着いたばかり

で、世界のレベルに達するために、さら

に上のタイム

を目指します。

みなさんもそ

れぞれの目標

に向かって頑

張ってください

ね」と本学学

生にエールを

送ります。

本学で最も早くから活動を始めたサ

ークルのひとつがサッカー部です。4月1
日から北海道学生サッカー連盟に登録

し、公式試合へ出場が可能になりました。

これまでに5月の第31回総理大臣杯北
海道大会や、8月の第10回ディエゴカッ
プ(札幌地区大学トーナメント大会)など
に出場し、試合経験を重ねています。

部員は21名、北海学園清田グラウン
ドで週末を中心に練習しています。監督

がいないため、部員同士のミーティング

で練習メニューや戦略を決めます。主将

の藤岡大輝くん（商学科2年）は「練習の

効率などの問題もありますが、自分たち

のチーム、サッカーを1からつくる喜びが
あります」と話します。

今年から参加が認められた北海道学

生サッカーリーグは、大学サッカーの中

心となる大会。リーグは1～3部に分か
れ、本学サッカー部は3部リーグ『EAST』
に所属、8月から10月にかけてリーグ戦
を行います。初戦の対東京農業大学戦

を2対1、続く対北見工業大学戦では3
対0と連勝し、幸先のいいスタートを切り
ました。部員が一丸となって、2部リーグ
への昇格を目指します。

2006年度秋、中国政府の研究機関
である中国社会科学院（CASS）が日本
に置く唯一の分院「北海道研究交流セン

ター」が本学8階に開設されたことを記
念して、土曜公開講座「新しい東アジア

の展望」が本学主催で開催されました。

5月26日から7月7日までの毎週土曜、

4月5日、札幌パークホテル3階で、本
学の『平成19年度入学式』が挙行されま
した。保護者が見守るなか、156名の新
入生と15名の来日留学生は緊張の面持
ちでした。学歌斉唱では、公式の場にお

ける学歌『虹のアーチ』の初披露となり、

入学式の凛とした雰囲気を高めました。

森本正夫学長は式辞のなかで「開学2
年目、新入生のみなさんと新しい校風、

歴史をつくりあげることを楽しみにして

います」と期待を表しました。

本学8階で行われた全7回の受講者総
数は一般を中心に500名近くに上りま
した。全日程を受講したいという希望が

多く、アジアと世界の今後についての関

心の高さがうかがえました。

観光、歴史、文化、経済、環境など多

岐にわたるテーマを、CASSの研究員や、
本学に事務局を置く北海学園北東アジ

ア研究交流センター（HINAS）の研究
員などが講演しました。また共催に、

HINAS、本学開発政策研究所、CASS、
中国国務院発展研究センターが名を連

ねるなど、アジア各国との研究、交流を

行う本学の特色が現れた公開講座とな

りました。

10月には、東アジアのビジネスに関
する公開講座を、中国の企業家などをゲ

ストに迎えて開催する予定です。

自分たちのチーム 自分たちのサッカー
本学サッカー部 公式戦出場へ

本学のTVCMを
ご存じですか？

2007年度
日・中・韓 海外語学留学プログラム

新たな校風と
歴史を
「平成19年度入学式」挙行

これからの東アジアを考える

土曜公開講座
「新しい東アジアの展望」開催

交流協定校の中国の山東大学威海分

校、煙台大学、韓国の大田大学と本学と

の間で行われているのが海外語学留学

の交換プログラムです。2007年度は、
昨年度にくらべて、受け入れ、派遣とも

に参加者を増やしました。

1年間の予定で4月から訪れている来
日留学生は、山東大学威海分校4名、煙
台大学4名、大田大学7名の計15名。中
国語研究会や韓国語研究会のサークル

メンバーと留学経験者を中心に、昨年度

にまして盛んな交流が行われています。

一方、本学からは、山東大学威海分校

に19名、煙台大学に18名、大田大学に
12名、計49名が8月29日に新千歳空
港を出発。およそ半年間にわたる海外

での留学生活を開始しました。出発に先

立ち、6月から7月の週1回、留学者を対
象として行われた社会文化特講では、半

年間生活する国の歴史、地理、文化、マ

ナーなど、現地での交流に欠かせない一

般常識を重点的に学びました。

中国社会文化特講の最終日、中国語

を担当する蘇林准教授は「日本人として

の自覚とあきらめない精神を持って、最

後まで頑張ってほしい」と学生を激励し

ました。海外留学生の帰国は来年2月2
日の予定です。

餃子パーティー開催
6月16日、豊平まちづくりセンターで、本学学生と
留学生、教職員など100名ほどが参加して、餃子パ
ーティーがにぎやかに行われました。4つのグループ
に分かれ、グループごとにできあがった個性的な餃

子を食べくらべました。

ディエゴカップ1回戦、対北
翔大学戦より

中国経済について講演するCASS国際合作局の李薇副局長

スーツに身を包み、新たな門出の日

世界選手権Ｂ大会のチャンピオン

ジャージをまとって

放映されたCM映像より

カナダ・アルバータ州レスブリッジ大学

と学校法人北海学園が1986年から続
けている学生交換事業で、レスブリッジ

大学の学生11名が短期留学の一環と
して本学を訪れました。

5月30日から6月29日のプログラム
で、参加学生は本学北見キャンパス、豊

平キャンパス、北海学園大学を訪れ、日

本語と日本文化の研修、着付けや華道、

地域行事への参加などを体験しました。

札幌市滞在中に実施された体験行事

などの際には、本学学生8名を含む協力
学生がサポートにあたり、交流を深めま

した。

カナダ・レスブリッジ大学から

11名の短期留学生が
来学

学生交流の一環として行われた華道体験 8月29日、本学学生49名が中国、韓国に向けて出発
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Campus Newsキャンパスニュース

自転車女子スプリントの佃咲江さん
北京五輪の出場枠を獲得

8月3日と9月29日のオープンキャン
パスに合わせて、それぞれ一月前から本

学のTVCMが放映されました。テーマ
ソングは、人気グループ『w-inds.（ウィン
ズ）』が歌う軽快なテンポの『SHINING
STAR』。グループのメンバー3名のうち、
2名が札幌市出身です。
映像の撮影は、一日かけて本学図書館

で行われました。学内で募集した学生4名
が出演し、将来の抱負について語ります。

出演した浦香代さん（商学科1年）は次
のように話します。

「出演に興味のある友人と2人で応募
しました。初めてのメイク、リハーサル、

演技指導で、撮影中は緊張しましたが、

できあがった映像は格好よくてびっくり

しました。」

自転車競技の五輪強化指定選手であ

る佃咲江さん（商学科4年）が、6月27
日、南アフリカのケープタウンで開催さ

れた自転車トラック競技の世界選手権B
大会女子スプリントで優勝し、北京五輪

の同種目への出場枠を獲得しました。

「この大会にかけていました」と話す佃

さんは、昨年から今年の春にかけてスラ

ンプに陥った時期もありましたが、高校

時代の恩師の激励で乗り越え、5月の第
76回全日本アマチュア自転車競技選手
権大会では3連覇、6月のトラック・アジ
アカップ日本ラウンドでも優勝を果たし

ました。日本代表選手は、日本オリンピ

ック委員会（JOC）により、来年6月前後
に決定されます。

「まだ目標の第一段階に着いたばかり

で、世界のレベルに達するために、さら

に上のタイム

を目指します。

みなさんもそ

れぞれの目標

に向かって頑

張ってください

ね」と本学学

生にエールを

送ります。

本学で最も早くから活動を始めたサ

ークルのひとつがサッカー部です。4月1
日から北海道学生サッカー連盟に登録

し、公式試合へ出場が可能になりました。

これまでに5月の第31回総理大臣杯北
海道大会や、8月の第10回ディエゴカッ
プ(札幌地区大学トーナメント大会)など
に出場し、試合経験を重ねています。

部員は21名、北海学園清田グラウン
ドで週末を中心に練習しています。監督

がいないため、部員同士のミーティング

で練習メニューや戦略を決めます。主将

の藤岡大輝くん（商学科2年）は「練習の

効率などの問題もありますが、自分たち

のチーム、サッカーを1からつくる喜びが
あります」と話します。

今年から参加が認められた北海道学

生サッカーリーグは、大学サッカーの中

心となる大会。リーグは1～3部に分か
れ、本学サッカー部は3部リーグ『EAST』
に所属、8月から10月にかけてリーグ戦
を行います。初戦の対東京農業大学戦

を2対1、続く対北見工業大学戦では3
対0と連勝し、幸先のいいスタートを切り
ました。部員が一丸となって、2部リーグ
への昇格を目指します。

2006年度秋、中国政府の研究機関
である中国社会科学院（CASS）が日本
に置く唯一の分院「北海道研究交流セン

ター」が本学8階に開設されたことを記
念して、土曜公開講座「新しい東アジア

の展望」が本学主催で開催されました。

5月26日から7月7日までの毎週土曜、

4月5日、札幌パークホテル3階で、本
学の『平成19年度入学式』が挙行されま
した。保護者が見守るなか、156名の新
入生と15名の来日留学生は緊張の面持
ちでした。学歌斉唱では、公式の場にお

ける学歌『虹のアーチ』の初披露となり、

入学式の凛とした雰囲気を高めました。

森本正夫学長は式辞のなかで「開学2
年目、新入生のみなさんと新しい校風、

歴史をつくりあげることを楽しみにして

います」と期待を表しました。

本学8階で行われた全7回の受講者総
数は一般を中心に500名近くに上りま
した。全日程を受講したいという希望が

多く、アジアと世界の今後についての関

心の高さがうかがえました。

観光、歴史、文化、経済、環境など多

岐にわたるテーマを、CASSの研究員や、
本学に事務局を置く北海学園北東アジ

ア研究交流センター（HINAS）の研究
員などが講演しました。また共催に、

HINAS、本学開発政策研究所、CASS、
中国国務院発展研究センターが名を連

ねるなど、アジア各国との研究、交流を

行う本学の特色が現れた公開講座とな

りました。

10月には、東アジアのビジネスに関
する公開講座を、中国の企業家などをゲ

ストに迎えて開催する予定です。

自分たちのチーム 自分たちのサッカー
本学サッカー部 公式戦出場へ

本学のTVCMを
ご存じですか？

2007年度
日・中・韓 海外語学留学プログラム

新たな校風と
歴史を
「平成19年度入学式」挙行

これからの東アジアを考える

土曜公開講座
「新しい東アジアの展望」開催

交流協定校の中国の山東大学威海分

校、煙台大学、韓国の大田大学と本学と

の間で行われているのが海外語学留学

の交換プログラムです。2007年度は、
昨年度にくらべて、受け入れ、派遣とも

に参加者を増やしました。

1年間の予定で4月から訪れている来
日留学生は、山東大学威海分校4名、煙
台大学4名、大田大学7名の計15名。中
国語研究会や韓国語研究会のサークル

メンバーと留学経験者を中心に、昨年度

にまして盛んな交流が行われています。

一方、本学からは、山東大学威海分校

に19名、煙台大学に18名、大田大学に
12名、計49名が8月29日に新千歳空
港を出発。およそ半年間にわたる海外

での留学生活を開始しました。出発に先

立ち、6月から7月の週1回、留学者を対
象として行われた社会文化特講では、半

年間生活する国の歴史、地理、文化、マ

ナーなど、現地での交流に欠かせない一

般常識を重点的に学びました。

中国社会文化特講の最終日、中国語

を担当する蘇林准教授は「日本人として

の自覚とあきらめない精神を持って、最

後まで頑張ってほしい」と学生を激励し

ました。海外留学生の帰国は来年2月2
日の予定です。

餃子パーティー開催
6月16日、豊平まちづくりセンターで、本学学生と
留学生、教職員など100名ほどが参加して、餃子パ
ーティーがにぎやかに行われました。4つのグループ
に分かれ、グループごとにできあがった個性的な餃

子を食べくらべました。

ディエゴカップ1回戦、対北
翔大学戦より

中国経済について講演するCASS国際合作局の李薇副局長

スーツに身を包み、新たな門出の日

世界選手権Ｂ大会のチャンピオン

ジャージをまとって

放映されたCM映像より

カナダ・アルバータ州レスブリッジ大学

と学校法人北海学園が1986年から続
けている学生交換事業で、レスブリッジ

大学の学生11名が短期留学の一環と
して本学を訪れました。

5月30日から6月29日のプログラム
で、参加学生は本学北見キャンパス、豊

平キャンパス、北海学園大学を訪れ、日

本語と日本文化の研修、着付けや華道、

地域行事への参加などを体験しました。

札幌市滞在中に実施された体験行事

などの際には、本学学生8名を含む協力
学生がサポートにあたり、交流を深めま

した。

カナダ・レスブリッジ大学から

11名の短期留学生が
来学

学生交流の一環として行われた華道体験 8月29日、本学学生49名が中国、韓国に向けて出発
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特集『キャンパス活用ガイド』

も っ と 便 利 に 学 生 生 活 を 広 げ る

キャンパス活用ガイド
本学のキャンパスは豊平6・6キャンパスだけだと思っていませんか？
学校法人北海学園のなかには、本学学生が自由に利用できる施設が広がります。

おなじみの施設と合わせて、キャンパスライフを広げる利用法やサービスを紹介します。

本学の就職支援体制について
就職部長　中島茂幸

本学では学生の就職支援のため、講

義での語学教育の充実を図るととも

に、専門キャリアアップ科目をカリキュ

ラム体系の中に配置しています。これら

の学習を通じて商学・観光に関係する

各種資格取得や公務員・教員を目指す

学生のためにAPQ科目（資格等試験対
策）による支援体制を整えております。

APQ科目には、社会行政論、税務会
計論、通商実務論、旅行業務論などを

配置し、大学での高度な学習研鑽を行

うとともに専門性の高い科目をセメス

ターごと段階的に受講することで自然

に就職対策を進めることができます。

就職部では、3年生に対して就職ガ
イダンスを行い、第5セメスターには
「就職活動の心構え」「自己分析・性格

検査」「履歴書の書き方」などを実施し

てきました。今後は「面接の対応と準

備」「面接の対応と準備」などさらに実

践的なガイダンスを実施していきます。

一方、各種専門技能を生かせるよう

な企業に対して、本学卒業者の特徴を紹

介し、求人募集の確保を図っていきます。

就職対策
ホットライン
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Campus Guide特集『キャンパス活用ガイド』

も っ と 便 利 に 学 生 生 活 を 広 げ る

キャンパス活用ガイド
本学のキャンパスは豊平6・6キャンパスだけだと思っていませんか？
学校法人北海学園のなかには、本学学生が自由に利用できる施設が広がります。

おなじみの施設と合わせて、キャンパスライフを広げる利用法やサービスを紹介します。

本学の就職支援体制について
就職部長　中島茂幸

本学では学生の就職支援のため、講

義での語学教育の充実を図るととも

に、専門キャリアアップ科目をカリキュ
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学生のためにAPQ科目（資格等試験対
策）による支援体制を整えております。
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配置し、大学での高度な学習研鑽を行

うとともに専門性の高い科目をセメス
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就職対策
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ると先生が中国語で話しかけてくれた

り。昨日の講義では聞き取れなかった言

葉が、今日は何と言っているのかわかる

んです。ほかの講義も含めて、北海商科

大学を選んでよかったと感じています。

――中国語での文化交流は実現しまし

たか

本学には中国からの留学生がいるの

で、所属する中国語サークルを通した交

流や、友人としてのメールのやりとり、家

に遊びに行ったりもします。お互いの国

の歴史や政治の話題も出て、交流するう

ちに日本や中国の歴史などについて調

べるようになりました。今は日本語で話

すことが多いけれど、中国語の単語が口

をついたり、留学生同士の会話が聞き取

れたりすると嬉しいです。

――留学中にしたいことは

積極的に学習して、会話、なかでも発

音のレベルアップを目指します。そして、

中国の文化を学びながら、日本はアジア

の国々で実際にどうとらえられているの

か、確かめたいです。

――中国語と留学に対する興味はいつ

ごろから

高校時代から、将来を広げるために英

語以外にも外国語を学びたいと考えて

いました。異文化交流にはまず語学力が

必要ですしね。1年次から中国語をしっ
かり勉強できて、希望する多くの学生が

留学できると知り、本学に入学しました。

将来は、外国語の能力を生かした、観光

分野などの仕事がしたいです。

――どのような学習をしていますか

一年次の前期、中国語の講義は毎日

あり、集中してひとつの語学を学ぶこと

ができました。初めてふれる言語に不安

はありましたが、基礎から学び、慣れてく

9月29日の第2回北海商科祭開催に
向けて、実行委員会による準備が着々と

進められています。テーマは『商科発～

アジア経由～世界行』。本学がテーマに

掲げる『アジアの時代に、アジアを学ぶ』

こと、さらにその向こうに広がる国際社

会を本学学生に意識して欲しいという実

行委員会の願いが込められています。

第1回との大きなちがいは、校舎裏手
にステージを設営しての催し。企画

内容は、軽音部によるバンド演奏や

YOSAKOIソーランの演舞、大抽選会な
ど。また、模擬店も第1回の倍近くの出
店がある予定です。

実行委員長の宮本敬史くん（商学科2
年）は「来場者参加型の大学祭を目指し

ます。来てくれる方に、大学と学生のカ

ラーを見てもらいたいです」と意気込み

を話します。

中国語の学習や留学生との交流が、

学生生活の5割を占めるという商学科1年の鶴巻美南さん。
中国の山東大学威海分校への留学を目前に控えた鶴巻さんに、

中国語に対する興味や学生生活について聞きました。

中国語とともにある毎日

地域をまわり、開催概要の説明と来場の呼びかけを行いま

した

学生ポータル画面のイメージ

（実際のデザインとは異なります）

Excel2007Eラーニング画面の例
（コンピュータだけでなく様々な科目で提供）

2階ホールに新設された電子掲示板
（画像ははめ込みの完成イメージ）

留学者対象の中国社会文化特講

鶴巻美南さん

第2回北海商科祭
開催準備進行中

①中島茂幸 教授

②楽しくイメージできる授業を

目指しています。③アカウンテ

ィング、税務会計論、コマース

研究ゼミナールⅠ他

①原田信房 教授

②観光関係の科目を担当して

います。③観光関連法規Ⅰ、

観光資源の開発と保全、ビジ

ネス英語、観光研究ゼミナー

ルⅠ他

①細野昌和 准教授

②観光を科学的方法でとらえ

ていきましょう。③観光学Ⅰ、

コンピュータリテラシーⅠ・

Ⅱ、観光ゼミナールⅠ他

①松原英二 准教授

②新しい街で新たな出会いを

楽しみしています。③金融シス

テム論Ⅰ、経済と社会の仕組

みⅡＣ、為替と株価の仕組み、

コマース研究ゼミナールⅠ他

①村松祐二 教授

②公共交通の通勤は良い運動

になると期待!? ③企業経営
論、経済と社会の仕組み、コマ

ース研究ゼミナールⅠ他

①元山啓 教授

②専攻は労働経済学、人口学、

経済政策論です。③経済シス

テム理論Ⅱ、観光政策論Ⅰ、

観光研究ゼミナールⅠ他

①阿部秀明 教授

②本年度から豊平キャンパス

にきました。どうぞよろしくお

願いします。③コンピュータリ

テラシーⅠ・Ⅱ、環境経済学、

コマース研究ゼミナールⅠ他

①伊藤昭男 教授

②未来を担う大学を教職員・

学生の努力で作り上げていき

たいと思います。③経済シス

テム理論Ⅰ・Ⅱ、観光産業論Ⅰ、

観光ゼミナールⅠ他

①菊地均 教授

②「イノベーション」をキーワー

ドに考える。③国際経営論Ⅰ、

経済と社会の仕組みⅡ、コマ

ース研究ゼミナールⅠ他

①佐藤博樹 准教授

②共に熱く、楽しく、実戦的に

学びましょう。③経済システム

理論Ⅰ・Ⅱ、コンピュータリテ

ラシーⅠ・Ⅱ、観光事業論Ⅰ、

観光研究ゼミナールⅠ他

①田辺隆司 教授

②21世紀の観光について鉄
道旅行の魅力を通して考えま

しょう。③観光地理論Ⅰ、観光

研究ゼミナールⅠ他

は つ ら つ

商科大生

2007年度
札幌キャンパス
新教員紹介

北見キャンパス

より11名が
赴任

※掲載は五十音順

①氏名

②ひとこと

③担当講義

本学の学内LANシステムは、2007
年度後期から大幅に更新します。ここで

は、学生が利用する側面から新システム

を紹介します。

今までは、学内LANからインターネッ
トへのアクセスやEメールの送受信、教
材フォルダなどへのアクセス、専用端末

での教務システム利用が可能でした。新

システムでは、これらの機能に加えてE
ラーニング機能と電子掲示板が加わり、

新旧の学内LANの機能は統合されたサ
ービスとして提供されます。そして、さま

ざまな場所からリアルタイムで利用でき

るようになります。

統合化されたサービスの中心となる

のは、学生一人ひとりに提供される学生

ポータルです。そこから教務システムへ

アクセスしたり、講義や事務の連絡を知

ることなどができます。その連絡は学内

LANのEメールアドレスへ転送され、さ
らに携帯アドレスなどへ転送することも

できます。各自が履修申告した科目は、

自動的に個人時間割として表示されま

す。また、Eラーニング機能へもリンクし
ます。

Eラーニングとは、インターネットを通
して学習できる機能です。講義の予習や、

講義で分からなかった箇所の確認、ある

いは質問を行うこともできます。

学生ポータルは学内LANからだけで
なく、PCでインターネットにアクセスで
きる環境なら、どこでも利用することが

できます（教務システムを除く）。さらに

2008年度春からWebメール機能も追
加される予定で、学内LANメールも学外

学内LANシステム更新
どこからでもリアルタイムで

から直接送受信できるようになります。

また、2階のホールには電子掲示板を
設置し、講義や事務の連絡をリアルタイ

ムで掲示します。このように、大きく変わ

る新学内LANシステムの積極的な活用
が期待されます。
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佐々木啓准教授が、7月12日に48歳の若さで急逝された
ことは、私たち北海商科大学の全員にとって大きなショックで
あるとともに深い悲しみでした。
先生は国語や留学生のための日本語などを担当され、多く

の学生から深く尊敬されていました。また、国際交流支援
委員長として、本学の国際事業の中心的な役
割を担っていました。学生に対しては、ご
自分の広い知識や経験を面白く、かつ
分かりやすく伝えてくれました。学生
が彼を必要としているときには、ご
自分の時間を割いてまで知恵と力
を貸してくれました。私が同僚として
困っているときや、日本の文化や習慣が
分からないときにも、何度彼に助けていた
だいたか分かりません。
また、先生は誰もが模範とするような国際人でした。日本の
言葉、文化に造詣が深く、私たち外国人に楽しく適確に紹介し
てくれました。その一方で、海外の文化や言葉にも深い関心を
持たれ、学ばれていました。
佐々木先生は、北海商科大学の前身である北海学園北見大

学時代も、日本人の学生や留学生を在学中は言うまでもなく、
卒業後も気にかけ一所懸命指導していました。
先生のお葬式には、大勢の学生や卒業生、お知り合い、同僚

が参列し、先生の思い出を分かち合うことができました。そして、
参列することができなかった国内、海外からの教え子やご友

人からは、弔電や追悼のことばがたくさん届き
ました。

佐々木先生にお会いできて、大勢の
人たちの人生が豊かになったことで
しょう。これからも先生の精神と信
念を大切にしながら大学の活動を進
めていきたいと思います。
佐々木先生の奥様、ご両親、ご家族と

親戚のみなさまに心よりお悔やみを申し上
げます。先生のご冥福を祈ります。

2007年度後期行事予定
9月29日 (土) 大学祭・第2回オープンキャンパス

10月 1日 (月) 講義開始
12月25日 (火) 冬季休業開始
1月 8日 (火) 冬季休業終了

9日 (水) 講義再開
19日 (土) 大学入試センター試験
20日 (日) 大学入試センター試験

2月 2日 (土) 海外語学留学生帰国
2月 2日 (土) 後期講義終了
2月13日 (水) 入学試験
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本学教授、西川博史先生の新しい著書「日本占領と軍政
活動ー占領軍は北海道で何をしたか」が出版されました。
実戦ではなく行政を行う部隊を軍政部隊といいます。占

領期の研究が進むなか、その軍政部隊の活動に対する関心
が高まっています。本書は占領軍の軍政司令部が記録した
「軍政報告書」に基づき、占領期の地方における軍政活動の
詳細を初めて明らかにしました。
戦後の日本、日本とアジアをめぐる世界の状況形成に与

えた軍政活動の影響を考える上での基準、また、北海道の
郷土資料としても、今後の研究に広がりを与える貴重な資料
です。

日本占領と軍政活動
占領軍は北海道で何をしたか
西川博史 著
（2007年6月5日 現代史料出版）

佐 々 木 啓 先 生 の 思 い 出
………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
北海商科大学教授
グラハム W. ハード

前列左が故佐々木先生

■故佐々木啓先生の略歴………………………………………………………………………
●生年月日：昭和33年11月9日
●学歴：昭和57年3月　上智大学文学部卒業

昭和60年3月　上智大学大学院研究科国文学専攻博士前期課程修了
●職歴：昭和60年4月　大妻女子大学中野女子高等学校教諭

平成 2 年8月　米国法人テネシー明治学院高等部教諭
平成 5 年5月　北海学園北見大学講師
平成10年4月　北海学園北見大学助教授
平成19年4月　北海商科大学准教授、国際交流支援委員長

…………………｜書｜籍｜紹｜介｜………………… 円山公園でお花見
5月6日、留学生は堤悦子先生の引率で円山公
園までお花見に出かけました。満開の桜を鑑賞
したあと、北海道神宮まで足を伸ばし記念写真
をとりました。

故

［2007年］

［2008年］


